
(57)【要約】

【課題】全切断線のスライブ時間を短縮するガラス基板

の切断装置を提供する。

【解決手段】ガラス基板Ａの供給を受ける作業ステージ

３１と、適宜のガイド手段３２によりガイドされ、かつ

適宜の走行手段３３、３４により前後に往復走行するよ

うに設けた上記作業ステージの上を横切る前側の第１走

行体３５及び後側の第２走行体３６と、この第１走行体

に設けた少なくとも二個の第１カッタ４４と、上記第１

走行体及び第２走行体に適宜のガイド手段４５によりガ

イドされ、かつ適宜の走行手段により左右方向に往復走

行するように設けたスライダ４７、４８と、この第１走

行体のスライダに設けた第２カッタ５２と、上記第２走

行体のスライダに設けた第３カッタ５３とからなる構成

を採用する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ラ ス 基 板 の 供 給 を 受 け る 作 業 ス テ ー ジ と 、 適 宜 の ガ イ ド 手 段 に よ り ガ イ ド さ れ 、 か つ 適
宜 の 走 行 手 段 に よ り 前 後 に 往 復 走 行 す る よ う に 設 け た 上 記 作 業 ス テ ー ジ の 上 を 横 切 る 前 側
の 第 １ 走 行 体 及 び 後 側 の 第 ２ 走 行 体 と 、 こ の 第 １ 走 行 体 に 設 け た 少 な く と も 二 個 の 第 １ カ
ッ タ と 、 上 記 第 １ 走 行 体 及 び 第 ２ 走 行 体 に 適 宜 の ガ イ ド 手 段 に よ り ガ イ ド さ れ 、 か つ 適 宜
の 走 行 手 段 に よ り 左 右 方 向 に 往 復 走 行 す る よ う に 設 け た ス ラ イ ダ と 、 こ の 第 １ 走 行 体 の ス
ラ イ ダ に 設 け た 第 ２ カ ッ タ と 、 上 記 第 ２ 走 行 体 の ス ラ イ ダ に 設 け た 第 ３ カ ッ タ と か ら な る
ガ ラ ス 基 板 の 切 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ガ ラ ス 基 板 に 耳 落 し や 、 大 割 、 小 割 の 切 断 線 を 入 れ る 切 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び そ の 課 題 】
ガ ラ ス 基 板 に 耳 落 し の 切 断 線 を 入 れ る 従 来 の 切 断 方 法 と し て は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ま ず
吸 引 支 持 ボ ッ ク ス の 作 業 テ ー ブ ル １ 上 に ガ ラ ス 基 板 Ａ を 載 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
次 に 、 レ ー ル ２ と 、 こ の レ ー ル ２ に 係 合 す る ス ラ イ ダ ３ と に よ っ て 前 後 方 向 に ガ イ ド す る
と 共 に 、 走 行 手 段 を 構 成 す る モ ー タ ー に よ っ て 定 位 置 で 可 逆 駆 動 す る 雄 ネ ジ （ 図 示 省 略 ）
と 、 こ の 雄 ネ ジ に ね じ 込 ん で あ る 雌 ネ ジ の 支 持 （ 図 示 省 略 ） 第 １ 走 行 体 ４ を 前 進 走 行 さ せ
な が ら 、 第 １ 走 行 体 ４ の 両 端 側 に 配 置 し て あ る 第 １ カ ッ タ ５ を シ リ ン ダ ６ の 作 用 に よ っ て
降 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
す る と 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 一 方 対 向 二 辺 の 両 縁 部 に 第 １ カ ッ タ ５ に よ り 切 断 線 が ス ラ イ ブ さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に 第 １ 走 行 体 ４ と 同 様 の ガ イ ド 手 段 に よ っ て 左 右 方 向 に ガ イ ド さ れ 、 か つ 同 様 の 走 行 手
段 に よ っ て 第 ２ 走 行 体 ６ を 前 進 走 行 さ せ な が ら 、 第 ２ 走 行 体 ６ の 両 端 側 に 配 置 し て あ る 第
２ カ ッ タ ７ を シ リ ン ダ ８ の 作 用 に よ っ て 降 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す る と 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 他 方 対 向 二 辺 の 両 縁 部 に 第 ２ カ ッ タ ７ に よ り 切 断 線 が ス ラ イ ブ さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の よ う な 切 断 方 式 に よ る と 、 第 １ 走 行 体 及 び 第 ２ 走 行 体 の そ れ ぞ れ の 往 復 走 行 に よ っ
て 四 辺 に 切 断 線 を 早 く ス ラ イ ブ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し な が ら 、 第 １ 走 行 体 及 び 第 ２ 走 行 体 の 設 置 に よ っ て 切 断 機 が 大 型 化 す る と 共 に 、 大
型 化 に よ っ て コ ス ト が 大 幅 に ア ッ プ す る 以 外 に 、 作 業 テ ー ブ ル の 前 方 に 配 置 し て あ る 折 台
に ガ ラ ス 基 板 を 搬 出 す る 際 、 搬 送 路 を 横 切 る 第 １ 走 行 体 が 存 在 す る の で 、 迅 速 な 払 い 出 し
（ 搬 送 ） が で き な い 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 従 来 の 他 の 切 断 方 法 と し て は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ま ず 吸 引 支 持 ボ ッ ク ス １ 上 に ガ
ラ ス 基 板 Ａ を 載 置 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 レ ー ル ２ と 、 こ の レ ー ル ２ に 係 合 す る ス ラ イ ダ ３ と に よ っ て 前 後 方 向 に ガ イ ド す る
と 共 に 、 走 行 手 段 を 構 成 す る モ ー タ ー に よ っ て 定 位 置 で 可 逆 駆 動 す る 雄 ネ ジ （ 図 示 省 略 ）
と 、 こ の 雄 ネ ジ に ね じ 込 ん で あ る 雌 ネ ジ の 支 持 （ 図 示 省 略 ） 走 行 体 １ １ を 前 進 走 行 さ せ な
が ら 、 走 行 体 １ １ の 両 端 側 に 設 け て あ る 第 １ カ ッ タ １ ２ を シ リ ン ダ １ ３ の 作 用 に よ っ て 降
下 さ せ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
す る と 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 一 方 対 向 二 辺 の 両 縁 部 に 第 １ カ ッ タ １ ２ に よ り 切 断 線 が ス ラ イ ブ
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 他 方 対 向 二 辺 の 片 側 辺 縁 に 走 行 体 １ １ を 止 め た の ち 、 モ ー タ ー １ ４
の 運 転 に よ り 定 位 置 で 回 動 す る 雄 ネ ジ １ ５ を 駆 動 し て 、 こ の 雄 ネ ジ １ ５ に ね じ 込 ん で あ る
雌 ネ ジ １ ６ を 有 す る ス ラ イ ダ １ ７ を 走 行 体 １ １ の 両 端 間 に 設 け て あ る レ ー ル １ ８ を ガ イ ド
と し て 走 行 さ せ る と 共 に 、 走 行 に と も な い シ リ ン ダ １ ９ の 作 用 に 第 ２ カ ッ タ ２ ０ を 降 下 さ
せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
す る と 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 他 方 対 向 二 辺 の 片 側 辺 縁 部 に 第 ２ カ ッ タ ２ ０ に よ り 切 断 線 が ス ラ
イ ブ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ の 後 に 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 他 方 対 向 二 辺 の も う 片 側 迄 走 行 体 １ １ を 復 帰 さ せ た の ち 、 上 述
の よ う に 同 様 の 手 順 を へ て 第 ２ カ ッ タ ２ ０ に よ っ て 残 る 辺 縁 に 切 断 線 を ス ラ イ ブ す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 の よ う な 切 断 方 式 に よ る と 、 前 者 の 切 断 方 式 よ り も 小 型 化 す る こ と が で き る と 共 に 、
前 方 の 折 台 へ の ガ ラ ス 基 板 の 搬 出 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
し か し な が ら 、 ガ ラ ス 基 板 の 一 方 対 向 二 辺 に 同 時 に 切 断 線 を ス ラ イ ブ す る こ と が で き て も
、 他 方 対 向 二 辺 の 片 側 、 次 い で 残 る 片 側 を 走 行 体 を 元 の 位 置 に 戻 し て 切 断 線 を ス ラ イ ブ す
る の で 、 四 辺 の ス ラ イ ブ に 長 時 間 か か る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 装 置 の 小 型 化 が 可 能 に な る と 共 に 、 切 断 線 の ス ラ イ ブ 後 の ガ ラ ス 基
板 の 払 い 出 し が 容 易 に な り 、 特 に 全 切 断 線 の ス ラ イ ブ 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 切 断 装
置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 ガ ラ ス 基 板 の 供 給 を 受 け る 作 業 ス テ ー ジ と 、
適 宜 の ガ イ ド 手 段 に よ り ガ イ ド さ れ 、 か つ 適 宜 の 走 行 手 段 に よ り 前 後 に 往 復 走 行 す る よ う
に 設 け た 上 記 作 業 ス テ ー ジ の 上 を 横 切 る 前 側 の 第 １ 走 行 体 及 び 後 側 の 第 ２ 走 行 体 と 、 こ の
第 １ 走 行 体 に 設 け た 少 な く と も 二 個 の 第 １ カ ッ タ と 、 上 記 第 １ 走 行 体 及 び 第 ２ 走 行 体 に 適
宜 の ガ イ ド 手 段 に よ り ガ イ ド さ れ 、 か つ 適 宜 の 走 行 手 段 に よ り 左 右 方 向 に 往 復 走 行 す る よ
う に 設 け た ス ラ イ ダ と 、 こ の 第 １ 走 行 体 の ス ラ イ ダ に 設 け た 第 ２ カ ッ タ と 、 上 記 第 ２ 走 行
体 の ス ラ イ ダ に 設 け た 第 ３ カ ッ タ と か ら な る 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 図 １ か ら 図 ３ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 供 給 を 受 け る 作 業
ス テ ー ジ ３ １ の 近 く に は 、 適 宜 の ガ イ ド 手 段 ３ ２ に よ り ガ イ ド さ れ 、 か つ 適 宜 の 走 行 手 段
３ ３ 、 ３ ４ に よ り 作 業 ス テ ー ジ ３ １ の 上 を 横 切 っ て 前 後 方 向 に 走 行 す る 前 側 の 第 １ 走 行 体
３ ５ 及 び 後 側 の 第 ２ 走 行 体 ３ ６ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 の ガ イ ド 手 段 ３ ２ は 、 図 示 の 場 合 作 業 ス テ ー ジ ３ １ の 一 方 の 対 向 二 辺 の 外 側 に 敷 設 し
た 二 条 の ガ イ ド レ ー ル ３ ７ と 、 第 １ 走 行 体 ３ ５ 及 び 第 ２ 走 行 体 ３ ６ を 構 成 す る 水 平 部 材 ３
８ の 両 端 に 設 け て ガ イ ド レ ー ル ３ ７ に 係 合 し た ス ラ イ ド 部 材 ３ ９ と で 構 成 さ れ 、 上 記 の 走
行 手 段 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 図 示 の 場 合 、 モ ー タ ー ４ ０ に よ り 定 位 置 で 回 動 す る 雄 ネ ジ ４ １ と 、
こ の 雄 ネ ジ ４ １ に ね じ 込 む と 共 に 、 第 １ 走 行 体 ３ ５ 及 び 第 ２ 走 行 体 ３ ６ の 支 持 部 材 ４ ２ に
支 持 さ せ た 雌 ネ ジ ４ ３ と で 構 成 し 、 モ ー タ ー ４ ０ に よ り 雄 ネ ジ ４ １ を 回 動 し て 第 １ 走 行 体
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３ ５ 及 び 第 ２ 走 行 体 ３ ６ を 往 復 走 行 す る よ う に し た が 、 ラ ッ ク に モ ー タ ー に よ り 可 逆 駆 動
す る ピ ニ オ ン を 噛 み 合 わ せ る 手 段 な ど で 往 復 走 行 さ せ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 第 １ 走 行 体 ３ ５ に は 、 少 な く と も 二 個 の 第 １ カ ッ タ ４ ４ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の 第 １ カ ッ タ ４ ４ は 、 図 示 の 場 合 水 平 部 材 ３ ８ の 両 端 部 に 一 方 の 対 向 二 辺 の 耳 落 し 用
切 断 線 ａ を ス ラ イ ブ す る た め に ２ 個 配 置 し た が 、 大 割 切 断 線 を ス ラ イ ブ す る た め 数 を 増 や
す こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 第 １ 走 行 体 ３ ５ 及 び 第 ２ 走 行 体 ３ ６ に は 、 適 宜 の ガ イ ド 手 段 ４ ５ に よ り ガ イ ド さ
れ 、 か つ 適 宜 の 走 行 手 段 ４ ６ に よ り 左 右 方 向 に 往 復 走 行 す る ス ラ イ ダ ４ ７ 、 ４ ８ が 設 け て
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 の ガ イ ド 手 段 ４ ５ は 、 図 示 の 場 合 水 平 部 材 ３ ８ の 全 長 に 設 け た 突 条 と 、 ス ラ イ ダ ４ ７
、 ４ ８ に 設 け て 突 条 に ス ラ イ ド 自 在 に 嵌 め 合 わ せ た 蟻 溝 と で 構 成 し 、 走 行 手 段 ４ ６ は 、 図
示 の 場 合 ス ラ イ ダ ４ ７ 、 ４ ８ に 支 持 さ せ て あ る 雌 ネ ジ ４ ９ に ね じ 込 ん で 定 位 置 で 回 転 す る
雄 ネ ジ ５ ０ を モ ー タ ー ５ １ に よ っ て 回 動 さ せ る よ う に し た が 、 そ の 他 の 手 段 に よ っ て ガ イ
ド し 、 往 復 走 行 さ せ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 第 １ ス ラ イ ダ ４ ７ に は 、 第 ２ カ ッ タ ５ ２ が 、 第 ２ ス ラ イ ダ ４ ８ に は 、 第 ３ カ ッ タ ５
３ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 各 第 １ カ ッ タ ４ ４ 、 第 ２ カ ッ タ ５ ２ 及 び 第 ３ カ ッ タ ５ ３ は 、 切 断 線 の ス ラ イ ブ に 際 し
シ リ ン ダ ５ ４ を 伸 長 作 用 さ せ て 降 下 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 切 断 方 法 を 説 明 す る 。
ま ず 、 作 業 ス テ ー ジ ３ １ に ガ ラ ス 基 板 Ａ を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 走 行 手 段 ３ ３ の 運 転 に よ っ て （ 数 値 制 御 に よ り ） 第 １ 走 行 体 ３ ５ を 前 進 走 行 さ せ 、
か つ シ リ ン ダ ５ ４ の 作 用 に よ っ て 第 １ カ ッ タ ４ ４ を 降 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
す る と 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 一 方 の 対 向 二 辺 の 辺 縁 部 に 第 １ カ ッ タ ４ ４ に よ り 耳 落 し 用 の 切 断
線 ａ が （ 図 ４ に 示 す ） ス ラ イ ブ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 第 １ 走 行 体 ３ ５ の 前 進 走 行 の 開 始 に と も な い 走 行 手 段 ３ ４ の 運 転 に よ っ て 第 ２ 走 行 体
３ ６ を （ 数 値 制 御 に よ り ） 前 進 走 行 さ せ な が ら 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 他 方 の 対 向 辺 縁 （ 第 ２ 走
行 体 ３ ６ に 近 い 側 の 辺 縁 ） の 直 上 に 第 ２ 走 行 体 ３ ６ が 到 達 す る と 、 走 行 手 段 ３ ４ の 運 転 を
停 止 し て 第 ２ 走 行 体 ３ ６ の 前 進 走 行 を ス ト ッ プ す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 い で 、 走 行 手 段 ４ ６ の 運 転 に よ っ て ス ラ イ ダ ４ ８ を 走 行 さ せ る の と 同 時 に シ リ ン ダ ５ ４
の 伸 長 作 用 に よ っ て 第 ３ カ ッ タ ５ ３ を 降 下 さ せ て 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ の 他 方 の 対 向 辺 縁 の 片 方
に 第 ３ カ ッ タ ５ ３ を 介 し 耳 落 し 用 の 切 断 線 ａ ′ を ス ラ イ ブ す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 第 ２ 走 行 体 ３ ６ を さ ら に 前 進 さ せ 、 か つ 所 定 位 置 で 停 止 さ せ た の ち 、 第 ３ カ ッ タ ５
３ に よ り 小 割 用 の 切 断 線 （ 図 示 省 略 ） を ス ラ イ ブ す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 第 １ 走 行 体 ３ ５ の 前 進 走 行 が 停 止 し て 第 １ カ ッ タ ４ ４ に よ る 切 断 線 ａ の ス ラ イ ブ が 終
了 す る と 、 走 行 手 段 ４ ６ の 運 転 に よ っ て ス ラ イ ダ ４ ７ を 走 行 さ せ 、 か つ シ リ ン ダ ５ ４ の 伸
長 作 用 に よ っ て 第 ２ カ ッ タ ５ ２ を 降 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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す る と 、 第 ２ カ ッ タ ５ ２ に よ り ガ ラ ス 基 板 Ａ の 他 方 の 対 向 辺 縁 の も う 片 方 に 耳 落 し 用 の 切
断 線 ａ ′ を ス ラ イ ブ す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 切 断 線 ａ 、 ａ ′ の ス ラ イ ブ ず み ガ ラ ス 基 板 Ａ は 、 人 手 に よ り 前 方 の 折 台 （ 図 示 省 略 ）
に 払 い 出 し 、 或 い は 往 復 移 動 台 の 吸 着 に よ り 吸 着 し て （ 図 示 省 略 ） 払 い 出 し た り 、 並 列 作
業 ス テ ー ジ に 並 設 又 は 単 独 の ベ ル ト コ ン ベ ヤ を 用 い て （ 搬 入 も 兼 用 す る ） 払 い 出 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 払 い 出 し に と も な い 第 ２ 走 行 体 ３ ６ を 前 進 さ せ て お く と 、 払 い 出 し が ス ム ー ズ に な っ
て 、 切 断 作 業 の 能 率 ア ッ プ に も な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
当 然 、 ガ ラ ス 基 板 Ａ 上 の ガ ラ ス 粉 末 な ど を 、 エ ア で 吹 き と ば し た り 、 刷 子 で 排 除 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 作 業 ス テ ー ジ ３ １ と し て は 、 例 え ば 載 置 （ 供 給 ） ガ ラ ス 基 板 Ａ を 定 位 置 に 保 持 す る
た め 、 頂 壁 に 吸 引 小 孔 群 を 有 す る 吸 引 ボ ッ ク ス が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の ガ ラ ス 基 板 の 切 断 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 走 行 体 を 前 進 走 行 さ せ な
が ら 第 １ カ ッ タ に よ り ガ ラ ス 基 板 に 一 方 の 対 向 辺 縁 に 沿 う 切 断 線 を ス ラ イ ブ し 、 こ の ス ラ
イ ブ の 途 中 に 第 ２ 走 行 体 を ガ ラ ス 基 板 の 他 方 の 対 向 辺 縁 の 片 側 迄 前 進 走 行 さ せ 、 停 止 後 に
ス ラ イ ダ を 走 行 さ せ な が ら 第 ３ カ ッ タ に よ り 切 断 線 を ス ラ イ ブ し 、 ま た 第 １ 走 行 体 の 前 進
停 止 後 に ス ラ イ ダ を 走 行 さ せ な が ら 第 ２ カ ッ タ に よ り 切 断 線 を ス ラ イ ブ す る の で 、 ガ ラ ス
基 板 に 対 す る 切 断 線 の ス ラ イ ブ タ ク ト が 極 め て 迅 速 に 行 な わ れ 、 著 し い 能 率 の 向 上 を は か
る こ と が で き る と 共 に 、 装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 第 ２ 走 行 体 の 前 進 に と も な い ガ ラ ス 基 板 の 払 い 出 し が 迅 速 か つ 容 易 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ 】 第 １ 、 第 ２ 走 行 体 を 走 行 さ せ た 平 面 図
【 図 ３ 】 側 面 図
【 図 ４ 】 切 断 線 の ス ラ イ ブ の 工 程 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 従 来 例 を 示 す 平 面 図
【 図 ６ 】 他 の 従 来 例 を 示 す 平 面 図
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 　 　 　 　 ガ ラ ス 基 板
ａ 　 　 　 　 　 切 断 線
３ １ 　 　 　 　 作 業 ス テ ー ジ
３ ２ 　 　 　 　 ガ イ ド 手 段
３ ３ 、 ３ ４ 　 走 行 手 段
３ ５ 　 　 　 　 第 １ 走 行 体
３ ６ 　 　 　 　 第 ２ 走 行 体
３ ７ 　 　 　 　 ガ イ ド レ ー ル
３ ８ 　 　 　 　 水 平 部 材
３ ９ 　 　 　 　 ス ラ イ ド 部 材
４ ０ 　 　 　 　 モ ー タ ー
４ １ 　 　 　 　 雄 ネ ジ
４ ２ 　 　 　 　 支 持 部 材
４ ３ 　 　 　 　 雌 ネ ジ
４ ４ 　 　 　 　 第 １ カ ッ タ
４ ５ 　 　 　 　 ガ イ ド 手 段
４ ６ 　 　 　 　 走 行 手 段
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４ ７ 、 ４ ８ 　 ス ラ イ ダ
４ ９ 　 　 　 　 雌 ネ ジ
５ ０ 　 　 　 　 雄 ネ ジ
５ １ 　 　 　 　 モ ー タ ー
５ ２ 　 　 　 　 第 ２ カ ッ タ
５ ３ 　 　 　 　 第 ３ カ ッ タ
５ ４ 　 　 　 　 シ リ ン ダ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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